
 

 

 

｢ A I と  雀 士 の 対 戦  ぜ ひ 見 た い ｣ 
麻雀愛あふれる川崎校の赤羽信子さんの作品。ＡＩ（人工知能）と人類の勝負。 

探りあい、仕掛けあい、ツモりあい…想像しただけでワクワクします。チェスや 

将棋と比べて不確実性の高い麻雀ならば、好勝負は必至。たとえ人類が負けても 

それは譲りあいの精神ゆえ、なのであります。なお人類代表を決める大会はぜひ 

ニューロンで♪  ワクワクしちゃうで賞 雀福亭西村（雀福亭中里の弟子） 

 川崎校 

千貫陽祐 

                  【問題】南３局  北家 ドラc 現在１位 リーチしますか？ 
                 

         qweuidfghhvbnm 
 

【解答】する【解説】オーラスの時点で逆転するための条件が 

「満貫ツモ以上」子同士ならば10100点差以上だと実現しづらく 

セーフティーリードといえる。現在２位の西家とは8100点差。 

ここはリスクを負ってでもリーチする。ロンあがり2000点で 

10100点以上の差を得られれば、トップの確率がぐんと高まる。 

東家 11900点 343osib6x 

南家 22000点 26lz4dmeq 

西家 29000点 o4x6ll,dy 
北家 37100点 14zaw71a 
         ここでリーチをするか？ 

 
健全な麻雀文化の普及を目的に設立した非営利団体ニューロンは 

おかげさまで２３年目を迎えます。大学麻雀部から始まり子供教室、 

カルチャー講座、専門施設と歩んできました。これからも地域社会 

に根ざした麻雀コミュニティを多様なスタイルで広めてゆきます。 

本年もご支援よろしくお願いします。 団体設立・代表 池谷雄一 

ニューロン本部発行 stneuron@nifty.com 

戦術・川柳・大会情報など盛り沢山のニューロンＨＰも合わせてご覧下さい☆（麻雀スクールで検索) 

 
●設立 1997年 ●提携校 約100校 ●提携講座 約320講座 ●会員 約40000名 

●登録スタッフ 約265名 ●講師育成事業 研修会 講座研修 新人15名 

●子供教室 1997年～ 11校 4歳-17歳 約1160名 ●サークル支援 1997年～ 約40校 

●骨髄バンクチャリティ事業 2005年～ 約2270名 募金総額615万 ●震災チャリティ事業 

●セブン＆アイＨＤ傘下のイトーヨーカ堂と業務提携。大井町校、南大沢校を出店。 

●メディア紹介 1月 日本テレビ／2月 8月 テレビ朝日／4月 ＮＨＫ-ＢＳ／8月 テレビ東京 


